
北
本
市
政
の
大
掃
除

２
０
０
３
年
４
月
に
市
議
会
議
員

に
当
選
し
て
以
来
、
今
年
は
14
回
目

の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
気
持
ち
を

新
た
に
、
年
頭
所
感
を
述
べ
ま
す
。

今
年
先
ず
取
り
組
む
の
は
、
不
透

明
な
新
庁
舎
建
設
疑
惑
を
解
明
す
る

「
百
条
委
員
会
」
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
百
条
委
員
会
の
真
相
究
明
を
通

し
て
、
北
本
市
政
の
大
掃
除
、
徹
底

的
に
「
大
改
造
」
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

ま
さ
に
「
北
本
市
政
を
ぶ
っ
壊
す
！
」

ぐ
ら
い
の
覚
悟
で
進
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
結
果
に
は
必
ず
「
原
因
」

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
新
庁
舎
建
設

に
係
る
不
透
明
な
結
果
に
は
、
執
行

の
過
程
に
必
ず
そ
れ
を
生
み
出
し
た

原
因
が
あ
る
は
ず
で
す
。
今
後
は
、

徹
底
し
て
「
事
実
」
を
積
み
重
ね
こ

の
よ
う
な
不
適
切
な
執
行
が
、
な
ぜ

組
織
的
に
常
態
化
し
た
の
か
。
真
相

の
究
明
と
と
も
に
原
因
を
追
求
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を

も
っ
て
、
議
会
が
主
導
す
る
「
市
政

の
大
改
造
（
大
掃
除
）
」
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

五
次
総
を
エ
ン
ジ
ン
に

第
五
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画
が
、

昨
年
12
月
議
会
で
可
決
し
ま
し
た
。

総
合
振
興
計
画
は
、
北
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
最
上
位
の
指
針
で
す
。
昨
年
６

月
議
会
で
否
決
さ
れ
た
後
、
再
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
再
提
案
さ
れ
た
計
画
は
、
北
本
市

が
直
面
す
る
最
大
の
課
題
で
あ
る
、
人
口

減
少
に
対
応
す
る
た
め
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
会
派
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
新
設
は
評
価
す
る
が
、
目
標
や
目

的
、
推
進
組
織
と
人
材
活
用
、
そ
し
て
期

限
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
実
効
性
に

課
題
が
あ
る
。
と
い
う
こ
と
か
ら
、
推
進

の
方
針
と
し
て
、
そ
れ
を
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
北
本
市
の
地
域
特
性
を
生
か
し

た
新
規
事
業
の
開
発
調
査
・
研
究
が
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
魅
力
あ
る
街
へ
改

革
が
で
き
な
い
と
、
修
正
案
を
提
出
し
ま

し
た
が
残
念
な
が
ら
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

性
根
据
え
て
闘
う
政
治
を

北
本
市
の
人
口
減
少
数
は
、
近
隣
市
町

に
比
べ
て
も
多
く
、
平
成
28
年
は
約
６
百

人
減
少
し
て
い
ま
す
。
北
本
市
は
市
制
施

行
45
年
で
最
大
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま

す
。私

は
、
こ
の
人
口
減
少
に
強
い
危
機
感

を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
う
北
本
市
は
、
こ

れ
ま
で
の
45
年
と
こ
れ
か
ら
45
年
は
、
全

く
違
っ
た
発
想
が
必
要
で
す
。
政
治
を
変

革
し
、
市
民
と
の
協
働
な
く
し
て
北
本
市

の
持
続
は
あ
り
ま
せ
ん
。
性
根
を
据
え
て
、

既
得
権
や
抵
抗
勢
力
と
闘
い
ま
す
。

●

昨
年
末
の
30
日
、
朝
刊
の
折
り
込
み

に
「
北
本
財
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
と

い
う
チ
ラ
シ
が
あ
り
ま
し
た
。
市
財
政
課

か
ら
の
お
知
ら
せ
と
い
う
の
で
す
か
ら
、

市
が
発
行
し
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
が
、

紙
面
に
は
、
発
行
者
・
発
行
責
任
者
・
発

行
事
務
所
の
所
在
地
・
電
話
等
、
発
行
に

対
す
る
責
任
の
所
在
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

●

一
般
的
に
、
発
行
に
対
す
る
責
任
の

所
在
が
分
か
ら
な
い
文
書
・
図
画
は
、

「
怪
文
書
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
こ
の
「
怪
文
書
」
の
よ
う
な

チ
ラ
シ
は
、
広
報
き
た
も
と
11
月
号
に
特

集
さ
れ
た
「
平
成
27
年
度
決
算
」
の
状
況

を
「
財
政
状
況
伝
え
る
マ
ン
」
が
「
年
末

年
始
に
財
政
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

●

市
民
は
、
こ
の
チ
ラ
シ
（
広
報
き
た

も
と
）
の
デ
ー
タ
を
見
て
何
を
考
え
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
事
業
評
価
す

る
な
ら
、
評
価
の
基
準
が
な
け
れ
ば
、
単

な
る
「
好
き
」
か
「
嫌
い
」
の
判
断
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度

の
予
算
編
成
に
し
て
も
、
ま
ず
は
市
政
の

優
先
課
題
と
財
政
に
対
す
る
基
本
方
針
が

な
け
れ
ば
、
や
は
り
「
好
き
」
か
「
嫌
い
」

の
判
断
に
な
り
が
ち
で
す
。

●

「
借
金
の
残
高
は
年
々
増
加
傾
向
…

人
口
減
少
も
進
み
」
と
グ
ラ
フ
で
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
大
型
事
業
も
今
後
控

え
て
い
る
…
」
と
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
、
ご
み
焼
却
場
の
新
設
、
区
画
整
理
事

業
を
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
す
で
に
石
津
市
長
時
代
か
ら
の
も
の
で

す
。
何
を
今
さ
ら
と
…
。

●

こ
の
チ
ラ
シ
は
、
市
の
財
政
が
思
い

の
ほ
か
、
厳
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

の
か
。
意
図
が
図
れ
ま
せ
ん
。
本
来
な
ら
、

市
長
が
骨
太
の
方
針
を
出
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
市
の
財
政
が
き
つ
い
こ
と
は
十

分
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

市
長
は
、
市
の
重
要
課
題
を
示
し
、
そ
の

克
服
に
向
け
た
財
政
運
営
の
基
本
方
針
を
、

市
民
に
出
す
べ
き
で
す
。
そ
の
う
え
で
、

政
策
の
優
先
順
位
を
決
め
、
議
会
と
議
論

す
る
の
が
本
筋
で
あ
る
べ
き
で
す
。

●

現
王
園
市
長
は
市
政
一
新
を
掲
げ
、

自
ら
を
財
政
の
プ
ロ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
期
待
し
た
市
民
は
多
い
し
、
私
も

そ
の
一
人
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
就
任
後
の
市
長
は
、
前

任
者
の
政
策
を
構
造
的
に
見
直
す
こ
と
な

く
進
め
て
い
ま
す
。
保
育
所
再
編
と
学
童

の
待
遇
改
善
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
、

ゴ
ミ
埋
立
跡
地
の
公
有
化
な
ど
。
市
政
一

新
の
財
政
改
革
を
期
待
し
ま
す
。
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市
民
の
意
見

を
聞
く
だ
け
で

な
く
、
ま
ず
は
政
治
が
毅

然
と
覚
悟
を
持
っ
て
対
策

を
決
断
す
べ
き
で
は
…
。

北
本
市
政
は
前
任
者
の
12
年

間
で
、
一
つ
の
腐
っ
た
ミ
カ

ン
が
、
ま
っ
と
う
な
ミ
カ
ン

を
腐
ら
せ
ま
し
た
。
腐
り
き
っ

た
ミ
カ
ン
を
取
り
除
き
、
組

織
を
再
生
さ
せ
、
み
ず
み
ず

し
い
ミ
カ
ン
に
さ
せ
る
の
が

百
条
委
員
会
の
仕
事
で
す
。

⇒



百条委員会で全容解明へ

議会は、16日の緊急質問の後、新庁舎建

設工事に不当な支出や公職者の関与が疑

われ、議会の最高の権能である地方自治

法第100条の規定による「新庁舎等の公共

工事等に係る調査特別委員会」を設置し、

全容解明に向け詳細にわたって調査する

ことにしました。

委員は次の8人です。（敬称略）委員長：

工藤日出夫、副委員長：高橋伸治、委員:

滝瀬光一、大島辰巳、金子真理子、中村

洋子、保角美代、松島修一です。

調査特別委員会は、関係者から事情聴

取するとともに、関係の記録の提出を求

めていきます。また、全容解明に必要で

あれば、関係者を委員会に呼び証人尋問

も行います。議会の調査委員会は、偽証

等があれば告発することもできます。

造作された家具・備品類

の数が合わない、材質・

形状が違う…ってなぜ？

12月7日に市が「監査委員の調査結果」

を議会に説明しました。新庁舎・子ども

プラザ建設の造作家具と備品が、当初の

設計書通りに工作または納入されていな

い。「数が合わない」、「形状が違う」、

「材質が異なる」ものが約70項目以上見

つかった。金額については全体を把握し

ていないので報告できないとのことでし

た。

例えば、議員控室の間仕切りです。設

計書では、単価188万円が３カ所ですが実

際は１カ所で、残りは安いものになって

いると報告しています。

材質が違うもののほとんどは、「ナラ

材」が「メラミン化粧版」に。また「鋼

板」でなく「木材使用」、埼玉県産の杉

材が、集積材になっています。

児童館の洗面化粧キャビネット（写真

参照）が、設計金額２４万円３個がゼロ、

同じく４０万１千円３個がゼロとなって

います。

なぜこのような初歩的指摘に、当時の

担当者が合理的説明ができないのか。施

工業者は、監査委員が要求した書類の提

出と説明責任を果たそうとしないそうで

す。疑問が広がります。

官製談合や公文書偽装の

疑いが濃厚…じゃないの？

12月12日に、市は顧問弁護士と一級建

築士2名による「第三者委員会」を設置し

て検証した結果を報告しました。「防災

倉庫の随意契約」は、設計額（１憶2,495

万円）と契約額が同額であったのは、

「事前に設計金額を漏らした可能性が高

い」と報告しました。官製談合の疑い…。

また、工事監理と意図伝達業務ついて、

予算額約3,800万円であるのに、随意契約

された金額は約1千万増額され、4,800万

円になっているが、起案書や見積書等が

改ざん、差し替えられたと報告しました。

これは、公文書偽装または公文書の差し

替えが疑われ、三菱自動車や東芝と似た

構図です。

報告ではさらに、業者の増額要望を認

めるよう指示したことや、市と業者の間

を取り持ち、関与が疑わる人物がいたこ

とをうかがわせています。公人なら大問

題です。疑惑が深まりました。

疑問解明に向け緊急質問

議会はこの報告を受けて、議長が代表

者会議を招集し「緊急質問」をすること

を決めました。各会派から1名の質問とし、

会期を14日閉会を2日間延長し、16日とし

ました。緑風会は、この問題を3年前から

前市長に強く解明を迫って

いた、工藤が質問すること

になりました。

工藤は、監査の結果、納入された数が

不足している、材質が違う、形状が異な

るという視点は、われわれの想像を超え

るもので、気づかなかった議会の責任を

反省しつつ、真相究明に議会の権能を発

揮すべきと質しました。

第三者委員会の報告による防災倉庫は、

「官製談合の疑いが濃厚ではないか」と。

工事監理と意図伝達業務委託が、当初予

算を1千万円上回る契約を設計事務所と協

議している。見積書が差し替えられてい

るとの報告は、疑惑満載ではないか。

市民が納めた貴重な血税が、不当に支

出されているとしたら一大事です。調査

の結果次第で、代金の返還請求また損害

賠償訴訟、違法なら刑事訴訟をすべきで

はないかと、市長に強く求めました。

市長は弁護士と協議して対応すると答

弁しました。しかし、それがでいるのは

市長だけです。議会ではありません。

＝編集後記・雑感＝
私と石津前市長は、当初改革の方向は一

緒でしたが、途中から彼の人間性や政治手

法に疑問を持ち、忠告をしたりしましたが、

耳を傾けることもなくなり、その後は「是々

非々」の対応となりました。

さらに、３期目からは、政治スタンスの

違いが明らかになり、新駅の住民投票では

真っ向対立しました。また、財政運営では

借金増加に懸念を示し、現在疑惑が明らか

になりつつある「新庁舎建設の随意契約」

には、一般質問等で厳しく追及しています。

このままで北本市は危ないとの危機感か

ら、石津市長４選阻止を目指し、市長選へ

の立候補を表明しました。対抗者側の一本

化で辞退し、石津４選は阻止しました。そ

れはそれで、大きな成果でしたが、北本市

の人口減少などの危機は依然続いたままで

す。残りの時間はわずか

です。四輪クドウは、

“北本市を残す改革派”

として、誰に遠慮するこ

となく言動で訴えていき

ます。

大護俊英・新井馨・加藤高の３代の市長が、新庁舎建設に向けて基金を積

み立て、平成24年度に着工・平成26年竣工した北本市新庁舎建設ですが、そ

の間不透明な契約等疑問が出されていましたが、今回代表監査委員の監査結

果と第三者委員会の調査報告で、不合理な問題が明らかになりました。

地方自治法第100条：市の事務について「調査」

する権限を規定したのものです。証人は、うそ

の表現や出頭また書類の提出を原則拒否できま

せん。証人は、事務にかかわった職員や業者な

どです。議決が必要です。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ

る
設
計
だ
っ
た
洗
面
化
粧
台

＝
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
で


